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 青少年夢のかけはし事業 

 
１ 目 的 

各分野で活躍している埼玉ゆかりのプロフェッショナルと連携し、青少年が学び、体験

する教室を実施することにより、青少年の夢の発見と実現を支援する。 

（事業開始：平成２１年度） 

 

２ 平成２７年度事業内容 

（１）対 象 県内在住または在学の小学４～６年生（一部の教室は５・６年生のみ） 

（２）教室数 ４分野２７教室 

（３）定 員 １，９００人程度 

分野 教  室 講   師 定員 

ａ スポーツ ①バレーボール 上尾メディックス ８０ 

②水泳 水泳選手・古賀淳也 ６０ 

③バスケットボール 埼玉ブロンコス ３０ 

④野球 埼玉西武ライオンズ １６０ 

⑤サッカー 浦和レッズ １００ 

⑥サッカー 大宮アルディージャ 調整中 

⑦マラソン マラソン選手・川内優輝 １００ 

⑧ハンドボール 大崎オーソル ３０ 

８教室   

ｂ 文化・芸能 ①将棋 女流棋士・矢内理絵子 ４０ 

②アニメ声優 声優・竹内順子 ４０ 

③ダンス プロダンサー・ＳＡＭ ５００ 

④外国文化 埼玉県国際交流協会登録外国人講師ほか ３０ 

４教室   

ｃ サイエンス・ 

 ものづくり 

①研究所研究員 理化学研究所 ３０ 

②天文学 埼玉大学准教授・大朝由美子 ５０ 

③科学実験 日本工業大学 ８０ 

④映像クリエイター 彩の国ビジュアルプラザ ４０ 

４教室   

ｄ 職業体験 ①パティシエ シェフパティシエ・朝田晋平 ４０ 

②アナウンサー テレビ埼玉 ２０ 

③テレビ放送 ＴＢＳテレビアナウンサー・スタッフ ５０ 

④レスキュー隊員 埼玉県防災航空隊 ４０ 

⑤理容師・美容師 埼玉県理容美容専門学校 ３０ 

⑥看護師 埼玉県立大学 ４０ 

⑦医師 埼玉医科大学総合医療センター ４０ 

⑧警察官 埼玉県警察本部 ６０ 

⑨トリマー 大宮国際動物専門学校 調整中 

⑩フラワーデザイン テクノ・ホルティ園芸専門学校 ８０ 

⑪消防士 埼玉県消防学校 ６０ 

１１教室   
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３ 実績 

 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 計 

教 室 数 14教室 23教室 32教室 27教室 27教室 28教室 151教室 

定  員 1,096人 1,736人 1,892人 1,774人 2,079人 1,768人 10,345人 

応募者数 3,210人 5,195人 5,683人 17,557人 19,957人 14,452人 66,054人 

応募倍率 2.9倍 3.0倍 3.0倍 9.9倍 9.6倍 8.2倍 － 

参加者数 1,205人 1,628人 1,586人 1,558人 1,802人 1,666人 9,445人 

 

４ 成果（平成２６年度実施分集計結果） 

各教室では、参加した子供及びその保護者に対してアンケートを実施している。 

参加した子供については、その８割以上から「この教室に参加して、何かしてみよう

と思った」という回答が得られている。 

 

  質問「この教室に参加して、将来の夢に向けて何かしてみようと思いましたか」 
  （回収数 １,５８２件） 

夢に向かって 
積極的にチャ 
レンジしたい 

夢に向かって 

何かしてみたい 
夢を発見できた 

これから夢を 

見つけたい 
わからない 

１,０４８ ３０６ ６８ １２８ ３２ 

６６.３％ １９.３％ ４.３％ ８.１％ ２.０％ 

また、教室に参加した子供や保護者から、次のような感想が寄せられた。 

■参加者した子供 

■保護者 

 

５ その他 

全国知事会が運営する｢先進政策バンク｣において、平成２４年度優秀政策（教育･文化

分野）に選定された。 

・ 貴重な機会を与えていただき大変ありがたい。子供の知識、関心の幅が広がる
ので、とても素晴らしい事業だと思う。 

・ 普段なかなか入れない施設での体験は簡単にできるものではないので、ほんと

によい経験ができたと嬉しく思っている。 
・ プロの先生に直接教えてもらう機会などなかなかないので、とってもためにな
った。 

・ 普段とは違い、知らない子ばかりの中で緊張感を持って体験できるのはよい。
新しい友達もできたようだ。 

・ 今後できればもっといろいろな職業体験をして、自分の夢を探そうと思った。 

・ 今日お話しを聞いて、夢に向かって頑張ろうという気持が高まった。 
・ もし将来この会社に入ったとしたら、今日やったことを思い出したい。ために
なったことを思い出しながら製品を作りたい。 

・ 夢についてもう一度考えてみようと思った。 
・ 将来の夢に一歩近づいた気がして、確信が持てた。 
・ 今回体験したこと、見たこと、聞いたことが夢の手伝いをしてくれるのではな
いかと思った。 


